
 

                                      2013 年 2 月号 

平成 25 年度年間テーマ 『 自分達で築こう新しい釧路』 
 

■ 平成 25 年 2 月 例会報告 【執行部担当例会】  
題  目  『資源・輸送・移住から持続利用』～地域形成と転換点のキーワード～ 

開催日時  平成 25 年 2 月 21 日（木曜日） 午後 6 時 30 分～ 

開催場所  釧路キャッスルホテル  1 階 

出 席 者  第一部会 7 名 第二部会 7 名 第三部会 8 名 第四部会 7 名 

      合計出席者数 29 名（全 47 名）  出席率 61.7％ 

 

 
 

 

 
 

■■■■■■■■■■ 例会報告 ■■■■■■■■■■ 

 

■ 会長挨拶■ 
皆様、お晩でございます。２月も半ばを過ぎ、暦の上では立春を迎え、日差しも強くなり、温かさを感じる 

 今日この頃です。 さて、今年のあすなろクラブの会長方針であります「自分達で築こう新しい釧路」を 

目標にして、一年間活動したく思っております。 ２月例会はこの釧路の先駆者たちが築いてきた歴史を知 

る例会にしようと、「資源・輸送・移住から持続利用―地域形成と転換点のキーワード―」をもとに、釧路 

短期大学教授の佐藤先生をお招きして、釧路の歴史を勉強しようと思います。 

 本日は、ご多忙のところ佐藤先生には足をお運びいただいてありがとうございます。 
  

  

 ■例会内容■         

釧路短期大学 教授 佐藤 宥紹 様 講演 
 『資源・輸送・移住から持続利用』～地域形成と転換点のキーワード～ 

 地域形成の時代は、資源・石炭・木材・漁業等の資源を運び出す、担い手に鳥取、新潟、富

山から来たとか移住の人達が組み合わさって、１９７５年迄の歴史は、資源・輸送・移住の 3

つから分かる様になっている。 しかし、１９７５年を境に、この街は変わり持続利用等が新

しいキーワードになっております。 

① 島義勇・犬塚与七郎宛 松浦武四郎書状 

 松浦武四郎が北海道にやって来て６度目の年の安政５年に手紙を書く。 佐賀藩の人に佐賀

に帰って、北海道の中でどこを一番に開墾したら良いか聞かれたら、東蝦夷地クスリ(釧路)が

適正だと答えなさいと言う。 



その理由は、水脈縦横に通じ河川に船を入れてもたどり着けない所はなし。 海には鯡・鰯・

鱈・鮭・ｼｼｬﾓ昆布のほか雑魚が沢山。 当時の釧路の人口１３９０人居て皆、川筋で生活し石

炭・硫黄・巨材があったにも関わらず誰一人、釧路を開墾する人がいなかったので注目するな

らこの場所だと伝えた。 

 釧路の街は豊富な資源があって、それの釧路・阿寒川などの河川水系によって結ばれている

と言うことです。 佐賀藩は明治２～４年に釧路・厚岸・標茶を支配し、農民・鉱業技術者を

送り込んで農業や石炭の発掘を試みた。 

② 資源・移住・輸送 

 昆布・浮魚(鮭・鰊等)←東北 石炭←佐賀 硫黄←富山 農業←鳥取 底魚(鰈・鱈等)←新潟 

鮪←富山紙・パルプ←薩摩の人達によって開発されたりしました。元々は、漁業の街に春採地

区に製造業(炭鉱)が加わり、鳥取地区に農業が加わり３極化した。明治３９年鉄道が函館まで

開通すると滋賀県の人達(商人)が移住してきた。明治４０年に今の、寿・浪花町に青森県八戸

の人達(漁師)がやってきました。１９５０年から１９７０年までの人口伸び率が全国で６番目

だった。その理由として、誘致の時代(鯖・さんまブーム、北洋漁業基地、日本銀行釧路支店、

労働金庫、観光客、本州製紙、労災病院等)１９７５年搬出経済が最盛期をむかえたが、オイル

ショック・２００海里で陰りが出てきて、それをさかえに、持続利用経済へ移行した。 

これからは、資源とサービスのワイズユース(利用教育)と言う事です。 

 

最後に、質疑～吉田会員より釧路は通過型観光地ですが滞在型観光地にするには？ 

    応答～佐藤先生より天然クーラーが効いてる街として生かす。本を読んでネットに書

き込む。 知的産業者を迎えて、ノウハウを街の中で広めてそれを受け継ぐ教

育をする 

       リピーターを増やす。 

佐藤先生には、釧路の産業の歴史等をとてもわかりやすくお話しして頂きました。 

 
 

 ■部会活動報告■ 
第一部会 2 月 16 日(土曜日) 末広館 ８人   第二部会     無 

第三部会 3 月  8 日(金曜日) 予定       第四部会     無 

 

 

■■ 事務局連絡 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

１．やむなく例会欠席予定を変更される方は部会長か事務局長への連絡をお願します。 

 ２．円滑な会の活動を進めるために、年会費の早期納入をお願いします。 

   ３．会員増強を推進しています。推薦される方は事務局までお知らせください。 

   ４.例会に於いては必ず会員バッジを付けてください。 

   ５.メールによる会報発送にご協力下さい。 

   ６．ホームページでは、カラーの会報、写真、過去の記念誌、会報などがご覧いただけます。 

         どうぞご利用ください。アドレスは URL http://www.marukoo.com/as/ 
 

http://www.kushiro.pref.hokkaido.lg.jp/image.jsp?id=538250
http://www.marukoo.com/as/


 

釧路あすなろクラブ 

3月例会のご案内 
 

２月例会は釧路短期大学 教授 佐藤 宥紹様に、ご講演いただき釧路発展の歴史を遡り、私たちがこれ

から釧路の未来をどのように考えるかを学びました。 

 

３月例会は帝国データバンク 伊藤 辰夫様をお招きし、地域価値の向上について、ご講演して頂きます。 

 

 

・・・・・ 3月例会 ・・・・・ 
 

■ 例会内容■  『地域を元気に～地域価値の向上について～』  

       講師  帝国データバンク  

参与  伊藤 辰夫 様  
 

■ 開催場所■   釧路キャッスルホテル 
 

■日  時■   平成 25 年 3 月 14 日（木曜日） 

         食事  午後 6 時～ 

         例会  午後 6 時 30 分～ 
 

■出欠連絡■  締め切り  3 月 8 日（金） 必着 
  ★出欠・食事の有無に○を付け、各部会長さんへＦＡＸお願いいたします 

 
 

 

氏名           
 

3 月例会  出席  ・  欠席 

 

食事   有  ・  無 
 

■ 各部会長のＦＡＸ番号■ 

一部会 安代久仁  36-7892   二部会 前田俊明 24-9538 

三部会 杉本眞美  92-5259   四部会 岩田義雄 65-9731 

会報のメール配信をしております。メール配信をご希望される方は PDF 形式に

てメール配信をいたしますので事務局次長 久保 までメールをください 

皆様のご協力よろしくお願い致します 

久保ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ【 kuboban@ark.ocn.ne.jp 】 携帯 090-5076-0511 


